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切，排気， 圧給とも早〈行われる。 このように交差式は弁行程

の滅少が急でワイヤドローイソグがはなはだしいので， 開放式

が多く )'fj \， 、られる。 スチープ "/'J"/式はわが国の輸入総凶事に

多く)tj\，、られ， 今 日でも入換周として使われている 2120 形には

この式が用し、られている。

(2) アメリ カ式弁装置 スチ ー プンソン式弁裟i位は弁も弁装

慣も台わく内側にあるが，米国では弁(蒸気室)を台わくの外側

、ンリン〆の上部におき ， 台わく内側の[同心からの迎illhを弁に伝

えるためスチープンソソ王止を一部改造している。これをアメリ

カ式弁裟位と称する。

(3) グーチ式弁装置 スチ ー プンソン式と異なる点は加減リ

ンクを一定の箇l所につりささえ， みぞの円弧の向きを逆にし，

心向き僚を逆転勝で上下して締切率および進行方向を変える。

加1滅リ γ クみそ'の円弧の半径と心向き俸の長さが同じで， リー

ドが '}i~ に一定であるのが特長であるが， 各部の接続点の多いの

と場所をふさぐことが多いのが欠点である。

(4) ジョイ式弁装置 ラジアノレ弁裟i位の 1 N\で外側式弁装置

である。スチープンソン式の{関心輸をやめたことが特長であり，

主連僚から王l!動を採り ， 弁はり γp の前後および上下動による

合成主l!動によって即jかされ， リードは一定で外側式であるから

弁淵盤が比較的簡胤であるが，主連総に穴を明けて帰り リ ンク

を結合すること，様!関車の上下動が弁の連動に彫饗する欠点が

ある。わが国でも輸入信韓関車に少数あった。

(5) ワルシ ャート式弁装置 (図- 4) ホイジンゲノレ式とも称

され，ラジア ノレ弁装i置の一種で構造が簡単で，弁の述動も確実

であ り 全部外に務出しており，点検修繕も使利なので現在もっ

とも広く t悪用されている。弁の運動は偏心とクロ スヘ ッドの合

成によって与えられる。{摘心は主クランクピンに直角の関係迷

動をなすように返りクランク(15)を取付け， í関心俸(同)によって加

減リソク(12)の下端を帰動するので，加lì威リ ンクのみぞ中にはま

り込んで上下にすべるすべり子も動かされ，心向き線(日)を経て

合併てこ (9)の上端に前f変動を与える。またクロスヘッドの運動

は結びリ"/ .? ( IO)を介して合併てこ (9)の下端を前後に動か し， 弁

心隊(2)によりピストソ弁(1)が動かされる。グロスヘッドからの

運動は合併てこのピソ中心間長さの比によって弁にラップ+ リ

ードだけの迎動を与える。

加減リンクは心l匂き俸の長さを半径とする円弧で造られるか

らリードは常に一定である。中央部が支点で，上半部と下半部

は動きが逆になり，普通すべり子が下半都にあるときが前ì1!l，

上部が後進である。すべり子の移動は逆転腕(18) と 心肉き俸をつ

りリンクで結び逆転勝(10)によって運転室内で操作する。

(6) ヤ ング式弁装置 機関車の左右F ランクピンが互に 90。

であることを利用して， ワノレシャート式における偏心(返り P

ラ ソク)の与える述illlJを反対側のクロスヘッドからとり，別に

合併てこによりラップとリードを与えるもので， 外見上の榊造

はワノレシャート式と災なるが弁に与える運動については全く問

じである。弁の主l!íf!hを全部ばね上部から取っているのが特長で

ある。

(7) ベーカ一式弁装置 返りクランクとクロスヘッド ・ 合併

てこから運動をとっている点はワノレジャート式と全く同じであ

るが，加減リ γP を使用しないでベノレクラン F 機構を使用した

もので， ピソおよびリ γクのみから成立して修繕を容易にして

いる点， ワノレシャート式より一歩進んだものといえる。米国に

おいて多く j羽いられている。

(8) カプロッチ式弁装置 イタリアのカプロッチ会社の特約

である。主動制lから回転運動をとり，弁箱中のカム軌に回転巡

動を与え，カムによって給気弁と排気弁を別個に動かすもので，

4. ワノレシャート式弁主主位図

1.ピスト γ弁 2 弁心締 3. :11'心締クロスヘ ッ ド 9 合併てこ 10. 結びリンク 11 心向き締 12 却li或引 Y タ 14. ~周心緒 15. 返
りクラ γ タ 16. つりリ ンク 18 逆転制およひ腕 20 逆転俸 27. 逆転ねじ受 28 逆転ねじ

一ーー 159 0一一一




